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<はじめに〉

我々は、視覚発作を呈する後頭葉てんかんの

症例に術前評価を行い、右後頭葉にてんかん焦

点を認め、焦点切除術を行なった。しかし、術

後も発作が改善せず再評価を行なったところ、

右後頭葉に残存するてんかん焦点を認め再手術

を施行し、症状の改善を見た。本症例での反省

点を踏まえ、発作焦点の検索について若干の文

献的検索を加えこれを報告する。
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入院時神経学的異常を認めなかった。

ＷISCでは、FIQ75,ⅥQ72,PIQ83であった。

抗けいれん剤として、Zonisamide300mg、

Carbamazepine600mg、Acetazolamide

２５０ｍｇ､DiazepamlOmgを内服していた。

発作様式は、急に30秒ほど目の前が白く見え

るような発作、急に意識がなくなって倒れそ

の後１分ほどの二次性全般化を伴う発作、急

に目の前が白くなり意識がなくなる発作の３

種類があり、多い時で１日５回認めた。Ｔ１及

びＴ２強調のMRIでは〔図1〕、右後頭葉に陥

凹部を認め、その周囲がmicrogyri様であっ

た。その他異常を認めない。longterm

scalpEEG／videomonitoringでは〔図2〕、

両側後頭葉からほぼ同時に始まる発作波が見

られた。

発作間歌時N-isopropyl-p-［1-123］

iodoamphetamine（略称ＩＭＰ）脳血流

SPECTでは、有意な所見を認めなかった。以

上により後頭葉に発作焦点が存在すると判断

できたものの、左右どちらが焦点なのかを決

1１６

症例は14才女性。妊娠､分娩に異常なく、在

胎9か月、26009で出生した。９才時夜間に強直

性間代性運筆が出現した。某院にて脳波で異常

を指摘され抗けいれん剤の内服を開始し、発作

は抑制されていた。１０才時に突然目の前が白く

なるようになり、１分間程の意識消失発作が出

現した。発作は３日に１回から２週間に１回認

め、更に全身痩掌に移行ようになった。てんか

んの精査と薬物調整目的で前医に入院となった

が、内科的治療に抵抗を示し、外科的治療のた

め紹介され当科入院となった。

既往歴及び家族歴に特記すべきことはない。
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